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ま え が き

建築設備分野でのステンレス配管は，ステンレス鋼管が優れた耐食性と高い強度を有する金

属管であることから，蒸気・冷温水・冷却水などの空調用配管，給水・給湯などの衛生配管に

用いられてきた。さらに 2006 年より，消防設備配管にも適用が広がった。

ステンレス協会は，ステンレス配管の適切な設計・施工を図る一助として，1983 年に「建

築用ステンレス配管マニュアル」を創刊し，1987 年と 1997 年にはその改訂版を刊行した。そ

の後の 10 余年の間に，ステンレス配管の接続等の施工技術は格段に進展し，施工経験を踏ま

えた関連情報も集積した。一方，建築分野では環境負荷低減に向けて，長寿命化，維持管理・

更新の容易性，リサイクル化の推進などの新たな志向性が定着しつつあり，ステンレス配管は

それに相応するものとして注視されている。また最近では，日本消防設備安全センターでステ

ンレス配管の流れ特性に関する研究，空気調和・衛生工学会施工・保全委員会でステンレス鋼

管のプレハブユニット製作に関する標準化の検討が行われ，国土交通省の住宅・建築関連先導

技術開発助成事業（2007 ～ 2009 年度）に採択された「超高耐久オールステンレス共用部配管

システムに関する研究」が遂行され，さまざまな観点からの研究蓄積が厚みを増した。

これらの状況を踏まえ，「建築用ステンレス配管マニュアル」の 3 次改訂版として本書を企

画した。その作成にあたっては，とくにユーザー側の要求・意見を重視して監修委員会を構成

し，その傘下に執筆ワーキングを設け，ユーザー側とメーカー側との密接な連携のもとに，大

幅な改訂を図った。そこでは，前述の日本消防設備保全センター，空気調和・衛生工学会，国

土交通省助成事業の研究成果の多くを取り入れた。とりわけ，国土交通省助成事業の研究成果

の盛り込みは本改訂版の目玉となっている。

本書がステンレス配管の設計・施工における技術マニュアルとして活用していただければ幸

甚である。

2011 年 3 月

ステンレス協会　建築用ステンレス配管マニュアル監修委員会

委員長　  坂　上　恭　助
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本 書 の 発 刊 に あ た っ て

本追補版の元となる「改訂版建築用ステンレス配管マニュアル」は，明治大学の坂上恭助先

生（現明治大学名誉教授）を委員長とする監修委員会でのユーザー側実務経験者の意見を重視

した監修作業のもと，大幅な改訂を行ったうえで 2011 年 3 月に発刊されたものである。

発刊以来同マニュアルは，建築設備市場におけるステンレス配管の健全たる普及に大きな役

割を果たしてきた。一方，発刊後 10 余年が経過し，新技術の開発・引用規格の改正など最新

データ・最新情報に対応しきれていない点が否めなくなっていた。

このたび，当協会では，同マニュアル監修作業時の理念を尊重・継承したうえで，当協会独

自に新技術の掲載・引用規格改正への対応ならびに現状に見合った文言への一部修正などを図

り，同マニュアルの追補版として新たに発刊する運びとなった。

本書の発刊にあたっては，その発刊趣旨にご賛同頂いた坂上先生をはじめ，2011 年改訂版

発刊時の監修作業に携わって頂いた各位に改めて感謝申し上げるとともに，本書が今後もステ

ンレス配管の設計・施工実務において，お役に立つことができれば幸甚である。

2025 年 6 月

ステンレス協会配管システム普及委員会

委員長　  宮　原　　整
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